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新規GATAﾀｲﾌﾟｼﾞﾝｸﾌｲﾝｶﾞ-ﾓﾁ-ﾌを持つｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅのZIMは､ｼﾞ

ﾝｸﾌｲﾝｶﾞ-がDNA結合に､酸性領域が転写活性化に働くと考えられ､さらに核

に局在することが確かめられていることから､転写因子として働くと予測されていた｡

本論文では､ ZIMの特徴付けと,分子としての機能､および植物体内におけるZIM

の機能予測を行った｡ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅには､保存されたｼｽﾃｲﾝ間のﾙ-ﾌﾟ部分の

ｱﾐﾉ酸が20からなるZIMと同様のﾀｲﾌﾟのｼﾞﾝｸﾌｲﾝｶﾞ-を持つものがzIM

のほかに2つ存在しており､配列のみならずﾄﾞﾒｲﾝ構造も保存されていることから

これらをzIM11ikeと名付けた｡また､ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅ以外の植物にもZIMと類似し

た構造を持つﾀﾝﾊﾟｸ質が見出され､これらは植物特異的な転写因子であることが示

唆された｡

分子としての働きを知るため, zIMが転写活性化能を有するかを-過的な発現系を

利用し評価した｡ｴﾌｪｸﾀ-として酵母のGAL4 DNA結合領域とzIMとの融合ﾀ

ﾝﾊﾟｸ質を､ﾚﾎﾟ-ﾀ-としてﾙｼﾌｪﾗ-ｾﾞ遣伝子の上流にGAL4結合部位を連結

したものを用いた｡これらをﾀﾊﾞｺ培養細胞BY12に導入し, -過的なﾙｼﾌｪﾗ-

ｾﾞ活性の測定を行ったところ､ ZIMが転写活性化能を持つことが示された｡様々な領

域を欠失させたｺﾝｽﾄﾗｸﾄによる解析から､ zIMのN未端側の酸性領域が転写

活性化領域であることが示唆された｡

Z(Mの植物体内での機能を推測するため､ zTM過剰発現体(zIM-ox)の解析を行った｡

ZIM-oxは腔軸や菓柄が伸長し,水平面に対する菓の角度が上昇するという表現型を

示した｡腫軸伸長は光質非依存的であり､また菓柄の伸長はﾌﾞﾗｼﾉｽﾃﾛｲﾄﾞやｼﾞ

べﾚﾘﾝの生合成阻害剤存在下においても見受けられた｡このことから, zIM-oxの

伸長は､伸長の機構に近いところでの制御によるものであると考えられた｡さらに

ZIM-oxと野生型における遺伝子発現をﾏｲｸﾛｱﾚｲにより比較した｡その結果､

菓においてXm33の発現が上昇していることが確認された｡これはｴﾝﾄﾞ型ｷｼﾛ

ｸﾞﾙｶﾝ転移酵素/加水分解酵素をｺ-ﾄﾞし､細胞壁のｷｼﾛｸﾞﾙｶﾝ架橋の再編に

働くと考えられているoこのことからxTH33がzIM-oxの伸長表現型の要因であると

期待された｡ sEP3とx77f33は､ ZIM-oxでは組織特異的な発現上昇を示し､組織特

異的な発現制御の存在が示唆された｡以上のことから､ zIMと相互作用する因子が存

在し､ ZIMはその相手を変えることによって標的遺伝子を変えているのではないかと

推測された｡
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本論文は､ﾃﾞｨﾌｱﾚﾝｼﾔﾙｽｸﾘ-ﾆﾝｸﾞにより単離されたｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅの

zIMに関して逆遺伝学的解析を行い､新規GÅrAﾀｲﾌﾟｼﾞﾝｸﾌｲﾝｶﾞ-ﾓﾁ-ﾌを

持つその機能解析をおこなった最初の例である｡本論文ではまず､相同性検索より､

zIMが持つ新規のGATAﾀｲﾌﾟｼﾞﾝｸﾌｲﾝｶﾞ-ﾓﾁ-ﾌは､植物に特徴的に見出さ

れることを明らかにしている｡また､このﾓﾁ-ﾌを持つﾀﾝﾊﾟｸ質の多くは､酸性

領域,機能未知領域､ ccTﾄﾞﾒｲﾝをも持ち､さらに植物特異的なﾀﾝﾊﾟｸ質である

ことを示唆している｡これまでにも植物特異的な転写因子は報告されているが､本論

文による新たな植物特異的転写因子の同定とｹﾞﾉﾑ中の遺伝子の分類を正確に行った

ことは､今後の植物の転写制御の全体像の理解につながるものとして評価できる｡

本論文にてZIMの転写活性化能を解析することによって転写因子としての機能を

検証している｡ GAI』との融合ﾀﾝﾊﾟｸ質とﾙｼﾌｪﾗ-ｾﾞﾚﾎﾟ-ﾀ-遺伝子を用い

た-過的発現解析から､ zIMが転写活性化能を持つことを明らかにした｡また､様々

な欠失ｺﾝｽﾄﾗｸﾄを用いて酸性額域が転写活性化に働くことを示した｡これまで

転写因子として機能すると構造から予測されていたものの､今回､実験的に示した意

義は大きい｡

さらに､植物体内でのZIMの機能を推測するため､ z甜ｵ過剰発現体を用いた解析を

行っている｡過剰発現体を用いることによる利点と欠点が述べられた上での解析であ

り､適切な評価がなされている｡ ZtM過剰発現体では腔軸や菓柄が伸長したという表

現型から､ zIMと光や植物ﾎﾙﾓﾝとの関わりを推測し､その関係を検証する実験か

ら, zIM過剰発現体では伸長の機構が正に制御されていることを示唆している｡ﾏｲ

ｸﾛｱﾚｲを用いた遣伝子ﾚﾍﾞﾙでの解析から､ 21M過剰発現体の伸長はXTH群に

よるものであることを示唆している｡細胞伸長に関わるｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝやﾌﾞﾗｼﾉｽﾃﾛ

ｲﾄﾞによっても､ Xm群が制御されることが知られているが､ zIM過剰発現体におい

て発現上昇するものとは異なり, 2TM過剰発現体の伸長の機構はｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝやﾌﾞﾗｼ

ﾉｽﾃﾛｲﾄﾞを介さないものであることを述べている｡ﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析からは､

HM過剰発現体の茎頂においてSEP3の発現上昇も認められ､野生型におけるSEP3

の発現ﾊﾟﾀ-ﾝや､解析中の結果から､これがzIMの有力な標的遺伝子の侯補であ

ることを考察している｡

以上のように､本論文は新たに同定された植物特異的な転写因子の機能を示唆する

もので､学術上､応用上貢献するところが少なくない｡よって審査委員-同は､本論

文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論文として価値あるものと認めた｡


